
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■集合場所　平戸港交流広場　

■と　き　　４月21日（土）
　　　　　　午前10時～

平戸春風オルレ

※３月２１日（祝・水）～４月８日（日）まで桜ライトアップ開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　（18：00～21：00）　

■ところ　県立田平公園内　

■と　き　４月１日（日）
　　　　　午前10時～

県立田平公園さくらまつり

■ところ　市内の武家屋敷・旧家など
　　　　　８会場　

■と　き　４月21日（土）・22日（日）
　　　　　午前10時～

平戸お庭めぐり

山下　忠平
谷本　雅嗣
川村　政幸
蜜山　隆満
松本　一郎
小川　隆友
大山　荒助
藤沢　和正
松山　浩幸

新任

新任

新任
新任

新任

新任

新任
新任（元）
新任
新任

丸田　保
岡村　勝彦
福田　延之
阿部　榮
桝屋　可恵
本山　勝茂
永田　守
前川　一夫
大山　光敏
青﨑日出男

☎内線2２７４お問い合わせ

３月１日（木）～５月31日（木）

「平戸藩春めぐり」推進本部（平戸市役所観光課内）　
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３待
ち
わ
び
た
春
が

も
う
す
ぐ
そ
こ
に

Hirado  Informa�on

　
が
住
所
変
更
の
手
続
き
を
す
る

　
際
に
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
戸
籍
住
民

　
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問　
市
民
課
戸
籍
住
民
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
２
１
）

発
行
し
ま
す
。
必
ず
予
約
が
必
要

で
す
。

　
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の(

運

転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

本
人
お
よ
び
世
帯
員
以
外
の
人

礎
年
金
番
号
を
記
入
し
て
い
た
届

書
や
免
除
申
請
書
な
ど
の
書
類
に

つ
い
て
、
原
則
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
必
要
だ
っ
た
書

類
の
添
付
が
不
要
に
な
る
な
ど
利

便
性
が
向
上
し
ま
す
。
窓
口
で
は

本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る

書
類
お
よ
び
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
で
き
る
書
類
の
ご
提
示
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
５
日
か
ら
氏
名
・

住
所
変
更
の
届
出
が
省
略
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
問　
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
６‐

34‐

１
１
８
９
）

　
４
月
か
ら
延
長
窓
口
を
週
１
回
、

木
曜
日（
休
日
除
く
）に
変
更
し

ま
す
。

　
市
民
課
窓
口
業
務（
転
入
・
転

出
届
な
ど
）の
受
け
付
け
や
、
市

民
課
取
り
扱
い
の
各
種
証
明
書
を

　　　
長
崎
県
で
は
、
労
働
条
件
や
労

使
関
係
な
ど
、
労
働
問
題
全
般
に

つ
い
て
、
働
く
人
、
経
営
者
、
双

方
か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。　

　
賃
金
・
退
職
金
や
労
働
時
間
、

解
雇
・
退
職
、
労
働
条
件
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
人
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

職
員
に
よ
る
労
働
相
談

○
と
　
き　
祝
祭
日
を
除
く
月

　
曜
〜
金
曜
午
前
９
時
〜
午
後
５

　
時
45
分
ま
で

弁
護
士
に
よ
る
特
別
労
働
相
談

（
要
予
約
）

○
と
　
き　
祝
祭
日
を
除
く
毎

　
月
第
４
水
曜
午
後
１
時
30
分
〜

　
午
後
３
時
30
分
ま
で

○
と
こ
ろ　
長
崎
県
佐
世
保
労

　
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー（
県
北

　
振
興
局
本
館
４
階
商
工
労
政

　
課
内
）　

◎
問　
長
崎
県
佐
世
保
労
働
相

　
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
１
２
０‐

７
８
３‐

３
６
９
）

　
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
万
６
，
３
４
０

円
で
す
。

　
保
険
料
の
納
付
書（
１
年
分
）

は
、
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
月

分
を
翌
月
末
日
ま
で
に
納
め
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
保
険

料
は
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
過
ぎ

る
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問　
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
６‐

34‐

１
１
８
９
）

　　
３
月
５
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
基

お
知
ら
せ

「
労
働
相
談
」の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て

年
金
関
係
の
届
書
な
ど
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が

必
要
に
な
り
ま
し
た

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
額
が
決
定

延
長
窓
口
の
開
設
日
を
変

更
し
ま
す

新しい農業委員が任命されました

　平成30年３月１日から新制度により、農業委員が任命されました。任期
は３年間です。農地法に関する手続き、農地の利用と農業の担い手の育
成・確保に取り組みます。各地区の農業委員は下記の皆さんです。

農業委員会　☎内線2653問

南　部

中　部

備　考氏　名地　区備　考氏　名地　区

北　部

大　島

田　平

生　月

南　部
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確
保
・
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
農
用
地
区
域
内
の
土
地
は
、
農

業
以
外
の
目
的
に
は
利
用
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
や
む
を
得

ず
他
の
目
的
に
利
用
す
る
場
合
は
、

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
や
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
な
ど
へ
の
取
り
組
み

参
加
の
た
め
に
は
、
該
当
農
地
が

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
農

用
地
区
域
へ
編
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
申
請
書
提
出
場
所　
農
林
課
農

　
山
村
対
策
班　

○
受
付
期
間　
４
月
16
日（
月
）

　
〜
５
月
31
日（
木
）ま
で

○
提
出
書
類　
①
除
外
ま
た
は
編

　
入
申
請
書
②
変
更
箇
所
位
置

　
図
③
変
更
箇
所
表
示
図
④
変

　
更
箇
所
字
図
⑤
現
況
写
真
⑥

　
被
害
防
除
計
画
⑦
土
地
登
記

　
簿
謄
本（
法
務
局
で
取
得
願
い

　
ま
す
。）⑧
関
係
す
る
図
面（
配

　
置
図
、
平
面
図
、
立
面
図
、
土

　
地
利
用
計
画
図
）⑨
農
用
地
区

　
域
図
⑩
同
意
書
⑪
事
業
計
画

　
書
⑫
土
地
の
選
定
に
関
す
る
調 ■中部出張所　☎28-1111　■南部出張所　☎27-0004　■舘浦出張所　☎53-1501　■度島連絡所　☎25-2834

■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎53-2111　■田平支所　☎57-1111　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 「募集」「お知らせ」などの重要な「情報」が満載

15日号も見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

　　　
古
地
図
を
片
手
に
、
現
代
の
道

路
と
古
地
図
に
描
か
れ
て
い
る
道

路
を
検
索
し
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
ク

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
　
き　
４
月
15
日（
日
）午

　
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　
北
部
地
区
一
帯

○
集
合
場
所　
平
戸
港
交
流
広
場

○
募
集
期
限　
４
月
５
日（
木
）

○
定
　
員　
50
人

○
参
加
費　
無
料

◎
問　
ジ
ョ
グ
ト
リ
ッ
プ（
網
元
）

　
（
☎
０
９
０‐

８
９
１
３‐

６
４
５
２
）

　　　
市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き「
農

業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域
」

（
以
下「
農
用
地
区
域
」と
し
ま

す
。）を
設
定
し
、
優
良
農
地
の

募　
　

集

お
知
ら
せ

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地

区
域
に
含
ま
れ
る
土
地
の
除

外
・
編
入
手
続
き
に
つ
い
て

第
１
回
平
戸
古
地
図
ウ
ォ
ー

ク
の
開
催
に
つ
い
て

　
書（
①
⑥
⑨
⑩
⑪
⑫
）の
様
式
は

　
農
林
課
に
あ
り
ま
す
。

※

手
続
き
の
ご
予
定
が
あ
る
場
合

　
は
、
早
め
に
連
絡
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

※

手
続
き
が
終
了
す
る
ま
で
に
半

　
年
程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
問　
農
林
課
農
山
村
対
策
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
２
５
５
）

　
住
所
変
更
手
続
が
必
要
　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
自
体
は
住
所
を

変
更
し
て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
カ
ー
ド
に
新
住
所
を

追
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
住
所
地
に
転
入
届
を
提
出
す

る
際
に
、
転
入
先
の
市
区
町
村
窓

口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
の
住
所
変
更
手
続

を
行
っ
て
新
住
所
を
追
記
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
手
続
の
際
は
次

の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。　
　

○
ご
家
族（
同一世
帯
）で
住
所
変

　
更
を
す
る
場
合
は
、
ご
家
族
全

市
外
へ
引
越
し
の
際
は「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通

知
カ
ー
ド
の
住
所
変
更
手

続
」を
お
忘
れ
な
く
！

大島村火葬場やすらぎ苑

■住所　大島村前平3633-1
■連絡先　55-2511（大島支所）
■受付　午前９時～午後３時

平成30年度から火葬場を平戸斎場へ集約します

 平戸市火葬場 統一した斎場使用料（平成30年４月１日から）

市民課生活環境班　☎内線2526問

平戸斎場

いましたが、この度斎場を集約する機会に、統一
した使用料金となります。
　なお、生月地区の使用料については、現行より
増額となることから、激変緩和策として、４月１日か
ら平成33年３月31日までの３年間に限って、現行
どおりの使用料となるよう経過措置をとります。（下
表参照）
■平戸斎場は増設完了
　斎場の集約に伴い、平戸斎場については、平成
28年度に火葬炉・待合室・収骨室の増設や駐車
場の拡充などを行い、受け入れ体制を整えていま
す。

■斎場集約の経緯　
　生月町人形石斎場は、これまで47年間運営し
てきましたが、老朽化が著しく危険な状態にあるこ
とから、３月末日をもって閉鎖することになりました。
　また、田平地区の松浦斎苑利用の際の助成制
度（田平地区斎場利用支援事業補助金）も平成29
年度で終了します。
　４月から、大島地区を除く火葬業務について、平
戸斎場へ集約することになり「平戸斎場」と「大島
村火葬場やすらぎ苑」の２カ所になります。
■使用料金を統一（生月地区には激変緩和措置）
　これまで、斎場ごとに異なる使用料金で運営して

死亡者の種別 単位 市内使用料 市外使用料 ※生月地区 

火
葬
室 

遺体 
12歳以上 １体 10,000円 45,000円 5,000円 
12歳未満 １体 7,000円 30,000円 3,700円 

死産児 １体 5,000円 15,000円 1,600円 
埋葬遺骨および 
身体の一部 

１炉 5,000円 15,000円 4,500円 

胞衣等汚物 １炉 3,000円 15,000円 3,000円 
霊安室（平戸斎場のみ） １日 3,000円 9,000円 3,000円 

  ※生月地区は、平成33年３月31日までの３年間、現行の使用料に据え置きます。

■住所　深川町677-13
■連絡先　24-2131
■受付　午前９時～午後３時

療
養
費
の
多
数
回
該
当
は
通
算
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
多
数
回
該
当
と
は
、
過
去
12
カ

　
月
間
で
高
額
療
養
費
の
対
象
と

　
な
っ
た
月
数
が
４
回
以
上
と
な
っ

　
た
場
合
、
４
回
目
か
ら
自
己
負

　
担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

　
制
度
で
す
。

葬
祭
費
の
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
１
日（
日
）以
降
、
被
保

険
者
が
亡
く
な
っ
た
際
、
葬
祭
費

の
支
給
額
が
現
行
の
２
万
５
千
円

か
ら
２
万
円
へ
変
わ
り
ま
す
。

平
成
30
年
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

こ
と

　
国
保
の
加
入
・
脱
退
の
手
続
き

や
保
険
証
の
交
付
、
各
種
申
請
の

受
け
付
け
、
保
険
税
の
賦
課
徴
収

な
ど
の
実
施
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
市
が
窓
口
と
な
って
行
い
ま
す
。

◎
問　
市
民
課
国
保
年
金
班

　
（
☎
内
線
２
５
９
１
）

も
市
区
町
村
と
と
も
に
国
保
運
営

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
等
の
様
式
が
変
わ

り
ま
す

　
都
道
府
県
も
国
保
の
保
険
者
と

な
る
た
め
、
被
保
険
者
証(

保
険

証)

や
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す
。

　
交
付
済
み
の
被
保
険
者
証
は
、

４
月
１
日（
日
）以
降
の
最
初
の
被

保
険
者
証
更
新
の
際
に
変
更
と
な

る
予
定
で
す
。

資
格
の
取
得
・
喪
失
は
都
道
府

県
単
位
に
な
り
ま
す
。

　
都
道
府
県
内
の
他
市
町
村
へ
住

所
が
変
わ
っ
た
場
合
で
も
、
国
保

の
資
格
の
取
得
・
喪
失
は
生
じ
ま

せ
ん
。

　
た
だ
し
、
他
の
都
道
府
県
へ
住

所
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、
国
保

の
資
格
の
取
得
・
喪
失
が
生
じ
ま

す
。(

ど
ち
ら
の
場
合
も
市
区
町

村
へ
転
入
・
転
出
の
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す)

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
が
都

道
府
県
単
位
で
通
算
さ
れ
、
加
入

者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
都
道
府
県
内
の
他
市
区
町
村
へ

の
転
出
な
ど
で
、
世
帯
の
継
続
性

が
保
た
れ
て
い
る
場
合
は
、
高
額

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
制

度
が
変
わ
り
ま
す

　
員
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

　
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を
ご
持
参

　
く
だ
さ
い
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　
は
、
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要

　
に
な
り
ま
す
。

○
転
入
届
を
出
し
た
場
合
で
も
、

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所

　
変
更
手
続
を
行
わ
な
い
で
90
日

　
を
経
過
す
る
と
、
そ
の
マ
イ
ナ

　
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
失
効
と
な
り
、

　
再
交
付
に
は
手
数
料(

千
円)

　
が
か
か
り
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」交
付

申
請
中
の
引
越
　
　
　
　　
　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
前
に
転
出
を
し
た
場
合
、
平

戸
市
で
は
カ
ー
ド
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
。
転
入
先
の
市
区
町
村
窓
口

で
、
改
め
て
申
請
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

◎
問　
市
民
課
戸
籍
住
民
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
２
２
）

　
現
在
の
国
民
健
康
保
険
は
、
市

区
町
村
ご
と
に
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
４
月
か
ら
は
、
都
道
府
県

ひらどふれあい福祉基金

※福祉の向上に役立て
　てほしいと寄附をいた
　だきました。ありがとう
　ございました。

戸石川町
西高野山平戸支部
　　　 御詠歌一同様
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